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活動周期に伴う、太陽風プロトン密度の緯度分布変化

Solar cycle variation of solar wind global structure of proton density
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従来の太陽風観測は、ほとんど地球近傍の宇宙空間で観測されてきた。そのため、緯度構造も含めた３次元構造を理
解することは困難であった。唯一の直接観測例である、Ulysses衛星による観測はその 5-6年公転周期の間に 10ヶ月間か
けて太陽を南から北にかけて縦断し、太陽活動極小期・極大期それぞれの、太陽風速度・密度の緯度分布を捉えること
に成功した。しかし緯度分布を継続的に観測することが困難なため、活動周期に伴う緯度分布の変化を捉えることは難
しい。太陽風速度に関しては、地上からの惑星間シンチレーション観測を用いたリモートセンシング技術が発達してき
たため近年においては３次元的かつ連続的に理解することが容易となってきた一方、太陽風密度、フラックスに関して
は、地上からの有用なリモートセンシング技術がないため現在においても未解明な点である。
我々は日本火星探査衛星のぞみ搭載紫外撮像分光計を用いて、惑星間中性水素の共鳴散乱光を観測した。太陽活動極

小期から極大期にかけてデータを取得し、太陽風プロトンの緯度分布の連続的な変化を間接的に捉えることに成功した
のでここに報告する。
黄道面付近に大きいフラックスをもっていた緯度構造が、1999年に極大期に向かうにつれて、太陽風プロトンフラッ

クスは等方的になっていった。2000年から 2001年にかけては逆に高緯度で大きいフラックスを示す時期も幾つかみら
れた。
これら太陽活動に伴う太陽風変化について、これまでの研究より太陽カレントシートの傾斜角が変化するためだと考

えられている。今回得られた結果は、これまでの断片的な観測結果と一致しており、太陽活動やそれに伴う太陽カレン
トシートの傾斜角変化、および直接観測が困難な太陽風緯度分布の変化を追う上で、重要な役割を担う。
今後は、緯度プロファイルの南北対称性を排除し、１０°毎にイオン化率を導出することで非対称構造についても議

論する。また装置の絶対値校正を行い、絶対値での議論をする他、太陽ライマンαフラックス等観測結果を入力してモ
デル計算を再構築する予定である。その上で、IPS観測や直接観測との比較による議論を進める方針である。


